




























































































































Mezirici→ Trebic→ Telc→ Praha→ Tabor→ Ceske
Budejovice→Cesky Krumlov→Prachatice→Plzen→






















































































































































































































Olomouc 34,039 Plzen 24,196
Prikazy 6,600 Cheb 16,853
MoravskaTrebova 15,063 Loket 5,933
Litomysl 21,543 Chomutov 9,018
HradecKralove 30,451 Louny 6,242
Pardubice 5,917 Litomerice 17,897
Kolin 9,832 MladaBoleslav 15,348




Pisek 24,148 Brno-A 11,095
CeskeBudejovice 16,948 Brno-B 8,286
JindrichuvHradec 6,945 Brno-C 4,684
Pelhrimov 12,825 VelkeMezirici 9,354
Jihlava 38,749 Trebic 20,424
1998
Znojmo 17,548 CeskyKrumlov 2,951
Telc 13,263 平 均 15,691
面積規模が平均値周辺で一つの類型すなわち変形形態広
場類型を認識できる。広場の標準的な形態は矩形であるが，
正方形や長方形のタイプに対して細長く変形したものや，
三角形のもの等様々な形態がある。チェコの広場はこの変
形形態広場類型がかなり幅を利かせているのが特徴ではな
いかと考える。事例としてトシェビーチ，リトミシュル，
ヘプ，ムラダーボレスラフ，テルチ等がある。これに大
規模なフラデツクラロヴェ，オロモウツ等が加わり，小
規模なヴェルケーメジージーチ，コモトフ，ロケトを加
えると，合計10広場となる（図18）。
2） 変形形態広場から
以下，前述のトシェビーチ，ヴェルケーメジージーチ
を除く8広場を概説する。
●テルチ
テルチはルネサンス様式の中心広場がそのまま保存され
ており，1992年にユネスコ世界遺産に登録された。広場
の一画に城が位置している。城を築いたザハリアッシュ
フラデツの名称が広場名称となっている。
●ヘプ
ドイツ国境に近く，バイエルンからボヘミア地方へぬけ
る通商路上の都市として栄えた。町の起源は9世紀にる。
広場は多くのゴシック様式の建物で囲われている。中央に
やはりゴシック様式の市庁舎が建つ。広場には北側にロー
ランドの噴水と南側にヘラクレスの噴水が位置している。
●リトミシュル
スメタナの生まれた都市リトミシュルは起源を10世紀
から12世紀としている。長さ500mに及ぶ広場はゴシッ
クの市庁舎とルネサンス様式やバロック様式の建物で覆わ
れている。
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図18 チェコの変形形態広場類型
図19 テルチの広場
平面図
写真36,37 変形形態広場類型テルチ
写真38,39 変形形態広場類型ヘプ
図20 ヘプの広場平面図
写真40,41 変形形態広場類型リトミシュル
図21 リトミシュルの広場平面図
写真34,35 プシーカジの膨らみのある中心広場
●フラデツクラロヴェ
フラデツクラロヴェはプラハの東方約100kmに位置
し，オルソツェ川がドナウに流れ込む河口に位置している。
広場は末広がりの形をし，もっとも広がったところに市庁
舎と1303年に創建された大聖堂がある。
●ムラダーボレスラフ
ムラダーボレスラフは中央ボヘミアの都市で，イゼラ
川の左岸に位置している。プラハの北東50kmで，17,8
世紀には重要なユダヤ人の都市であった。広場の一画に中
世の城とルネサンス様式の市庁舎が建っている。城の北側
に位置する広場にはルネサンス様式の教会とゴシック様式
の教会がある。
●コモトフ
北ボヘミアのコモトフには，ドイツ騎士団の要塞があり，
現在では市庁舎博物館として使われている。広場の南東
側には初期バロック様式のイエズス会の教会がある。
●ロケト
チェコ語でLoketは肘を意味する。旧市街は川によっ
て大きく湾曲した肘のような形をしている。丘の上に城が
あり，等高線に沿うように曲線を描いた広場がある。広場
中央にはペスト記念柱がある。
●オロモウツ
オロモウツはモラビア地方中部に位置するチェコ第5の
都市である。写真の中央の聖三位一体柱はユネスコ世界遺
産に登録されている。広場は二つの部分に分かれており，
その一つの中央部に市庁舎がある。
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写真42,43 変形形態広場類型フラデツクラロヴェ
図22 フラデツクラロヴェ広場平面図
写真44,45 変形形態広場類型ムラダーボレスラフ
図23 ムラダーボレスラフの
広場平面図
図24 コモトフの
広場平面図
写真46,47 変形形態広場類型コモトフ
写真48,49 変形形態広場類型ロケト
図25 ロケトの広場平面図
写真50,51 変形形態広場類型オロモウツ
図26 オロモウツの広場平面図
3） 広場類型の分布
さて，変形形態広場類型に対して，もっとも広場らしい
タイプとして矩形形態広場類型があるが，その典型として
チェスケーブデヨビツェやモラヴスカートジェボヴァ
ー，ターボル，プルゼニ等を挙げることができる。図27
はチェコにおける27都市の分布を示したものである。各
都市の有する典型的広場を図31の分類一覧から拾うと，
若干の例外はあるが，矩形形態広場類型が分布するのはボ
ヘミア地方に多く，それに対して変形形態広場類型が分布
するのはモラビア地方に多いといえる。これがいかなる要
因によるものかは次の課題とすることとする。
4） 矩形形態広場の典型2例
チェスケーブデヨビツェは南部ボヘミアの中心の大都
市である。モルドヴァ川の流れのそばに13世紀中頃形成
されそれ以降繁栄の歴史を有している。中心広場は正方形
で，その将棋盤の形は13世紀プルシュミスル朝のオタカ
ル2世時代の植民都市の特徴的な例の一つといわれる。
モラヴスカートジェボヴァーはモラビア地方パルドゥ
ビツェの都市である。広場は1.2ha余りで規模は大きな
広場である。広場正面に市庁舎が位置しているが，1509
年に火災で焼け1541年に再建されたものである。
5） チェコの広場類型の構成
チェコで調査した33の広場事例を概観して整理したも
のが図31に示されている。これは似たもの同士を近くに
置くKJ法の手法を応用して作り上げたものである。31
図に示したように，街路型広場類型については調査事例が
少なく，今回は例外として除外して検討したい。さて，こ
の類型図から，広場は二つの大きなブロックに区分されて
いることが判る。つまり，矩形形態広場類型と変形形態広
場類型である。矩形形態広場類型は一般的な広場形態とし
て西欧にも東欧にも見受けられるタイプであるが，これと
同等な数で変形形態広場類型が存在していることが大きな
特徴といえよう。そして，面積規模がかなり大きく，全体
の平均値位置で集中していることも特性といえる。また，
変形形態広場類型と重なる形で複合形態広場類型が存在す
ることも一つの特徴といえるであろう。
なお，都市図広場図で使用している記号等は図30の凡
例によっている。
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図27 チェコの調査都市分布図
写真52,53 矩形形態広場類型チェスケーブデヨビツェ
図28 チェスケーブデヨビツェの
広場平面図
写真54,55 矩形形態広場類型モラヴスカートジェボヴァー
図29 モラヴスカートジェボ
ヴァーの広場平面図
図30 凡例
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図31 チェコの広場類型の構成
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（7） おわりに
芦川研究室が海外都市広場調査を開始したのは1990年
で，2005年のイギリス調査で一応の締め括りとした。東
欧の民主化後1年にあたる1990年に転換期の東欧調査を
最初に行うことができたことは東欧を考えるうえで意義深
いことだと考えた。そこでここ数年は研究テーマとして，
民主化後20年の東欧がどのように変化していったかを
ってみたいと考えていた。
2009年の調査ではチェコポーランドスロバキア
ハンガリーに入り，2010年にはルーマニアに入った。近
い将来は旧ユーゴスラビア（スロベニア，クロアチア，ボ
スニアヘルツェゴビナ，セルビア，モンテネグロ，マケ
ドニア6カ国）をさらに調査したいと考えている。
今回はチェコのみの報告としたが，今後は補完的調査と
ともに，東欧全域の調査を行い，報告する予定である。特
に，最も西欧寄りであったユーゴスラビアが，民族紛争の
結果，6カ国に分離独立していったことにより都市自体が
どのように転換していったかを捉えてみたい。
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